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医療界の「ガラスの天井」
編集部　最初に、医療界の「ガラスの天井」
について伺います。学生から研修医時代、診
療現場を通じて、女性であるために不利益を
被ったり、そう感じたことはありますか。

Ｂ（60代）　昔は外科系は女性は無理
だと言われていて、「外来やって、午後

にオペして、術後の患者さんを診て、その後
は当直があって、急患が来れば対応し、翌日

も朝から外来やって、午後のオペまでできる
か？」と聞かれるんですね。そう言われる
と、どんなに外科をやりたくても、ちょっと
引かざるを得ない雰囲気がありました。入局
する時に医局長からすごく嫌そうに「女医だ
ろ？」と言われたのが忘れられない。男性医
師が寝転んで休憩している中に女性がいると
気まずいので入ってほしくないと言う人もい
ましたね。

　上司や同僚からの差別や、家庭での家事・育児・介護負担など、女性の医師・歯科医師を
取り巻く状況はどうなっているのか。40代～70代の女性医師・歯科医師に集まってもらい、
本音で語ってもらいました。　　　　　　　　　　　　 ※個人の特定を避けるため、一部編集しています。

イラスト：広浜綾子
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Ｄ（60代）　「だから男女別の休憩室を
つくろう」という話にならず、女性を

排除して解決しようとするところが安易とい
うか…。

Ｃ（70代）　女性は体力が無いから、と
いうような言われ方をすることもある

けど、実際には外科手術よりも産婦人科の分
娩や手術の方が体力が必要。でも、外科は圧
倒的に男性、産婦人科は女性が多いのは、こ
れいかに、と。

Ｅ（50代）　むしろ体力的には女性の方
が強いような気もしますね。女性医師

は手術や血が怖いから皮膚科や眼科を選ぶと
いうようなイメージを持っている人もいるよ
うだけど、眼科を選んでいる女性医師は手術
が得意だから眼科にしたという先生も多いで
す。

Ｂ（60代）　でも、「医師免許は嫁入り
道具」のような感覚の人もいましたよ

ね。実際、医師免許だけ持って専業主婦をやっ
ている人もいるから、その印象が強いのかも
しれない。

医師免許に男女の別は無いのに…
Ｅ（50代）　辞めたくなるような状況も
あると思いますよ。夫婦で外科の医局

にいた友人の話ですが、旦那さんはどんどん
手術をやっているのに、彼女はエコーしかさ
せてもらえず、入局はできたけど手術に参加
させてもらえない。医師免許に男女の別は無
いのに、旦那さんはどんどん出世し、奥さん
は何もさせてもらえないのに休みは無くて。
それでは専業主婦にもなりますよ。私はもと
もと研究職を目指していて、遠くの大学で教
員のポストを得るチャンスがあったのです

が、結婚したばかりで、夫は私と一緒に来る
のは嫌だというし、姑からも色々言われるの
で単身赴任もできず、ポストをあきらめまし
た。その時は本当に悔しかったですね。

Ａ（50代）　子どもが小さいころは学会
にも行けなくて、主人は自由に行けるの

に、私はどうして？と疑問に思ったことはあ
ります。
編　結婚や出産・育児が女性医師のキャリア
形成を阻害しているというのは、厚労省の調
査でも明らかです。育児中に休職・離職した
女性医師は、専門医資格の取得率が有意に低
いという結果が出ており、保団連女性部の
「女性医師・歯科医師開業医会員アンケート」
（2015年）でも、「専門医取得が可能な年齢に
達するころは、ちょうど出産適齢期に重なる」
（小児科、40代）、「短時間のパートで働いて、
家族の面倒をみて、論文を書くことなど無理」
（整形外科、50代）という意見が寄せられま
した。

Ｃ（70代）　妊娠出産は女性だけだとし
ても、育児や家事は男性でもできるの

だから、女性医師だけ子育て期間中に就業率
が下がったり、出産後にキャリア形成ができ
なかったりするのは、本当はおかしな話。で
も厚労省は女性医師の仕事量を男性の８割と
見積もり、将来も変わらないという前提で医
師数の必要量を計算しているのだから、腹が
立ちますね。

Ｅ（50代）　大学にいた頃、お子さんが
いて早く帰っていく女性医師には、や

はり冷たい視線を向けられていたような気が
します。ある友人は今も大学にいて、実績も
あるけど、歴史が古い研究室は完全に男社会
で、「同じキャリアを積んでいても女性では
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教授になれない」と言っていました。実際、
その研究室ではまだ女性教授が誕生したこと
がないそうです。

Ｂ（60代）　私はどちらかというと、自
分のペースで診療しながら、それ以外の

好きなこともやりたいタイプなので、「家事も
育児もしなくていいからバリバリ働け」と言
われたら困りますが、そういう人は男性にも
いるはずなんですよね。男性でも女性でも、
自分に合った働き方ができるのが理想だと思
います。

医学部入試差別問題について
編　昨年の医学部入試差別問題については、
どう受け止めましたか。

Ｃ（70代）　15年くらい前に女性部で
「入試で女性の数を調整しているらし

い」という話をしたのを思い出しました。今
回のニュースを聞いた時もそうだったけど、
私も含めて女性医師たちはあまり驚かず、「何
を今さら」という感じでしたね。

Ｅ（50代）　私が受験したのは30年以上
前だけど、女性医師がこれ以上増えた

ら国が滅ぶという「女子医学生亡国論」が平
気で語られる時代で、入局制限や入試差別の
噂はあったけど、まさかそこまでしていたと
は驚きでした。面接は人がやることなので、
そこで差をつけられることはあるかと思って
いたけど、点数まで操作するなんて信じられ
ない。でも、やはり周りはそれほど怒ってい
なくて、「当直もできないから仕方ないわよ」
という感覚なんですよね。

Ａ（50代）　私はやっぱり驚きました
ね。そんなひどいことあるの？って。

受験生の親としても許せない。

Ｆ（40代）　医学部を目指していた時、
なんとなく女性と多浪生は通りにくい

という感じはしていました。落ちたのは「調
整」の結果なのか、単に私の能力の問題なの
か、今となっては分かりませんが、何か釈然
としないものはあります。

Ｃ（70代）　ニュースが流れた時も歯科
の先生や事務局の人たちが驚いているの

を見て、「そうか、ひどいことなんだ。そうだ
よね」と思い直したくらい、感覚が麻痺して
いました。

Ｂ（60代）　医療系ニュースサイトのア
ンケートでも、女性医師も含め「仕方

ない、必要悪」という回答が多かったみたい
ですね。
編　歯科では入試差別のようなものはないの
でしょうか。

Ｄ（60代）　歯学部は今は半数近くが
女性で入試差別は無いかもしれないけ

ど、「歯科医師過剰」と言われる時代だから、
女性は結婚して辞めることを期待し、将来の
歯科医師数を減らすために女子学生が増える
のを黙認しているのではないかと勘繰りたく
なりますね。女性歯科医師の活躍に関する議
論を見ていても、家事・育児・介護をする前
提で「フレキシブル」に両立させる話ばかり
で、パートで都合よく使おうという下心があ
るのではないかと疑いたくなります。

Ａ（50代）　私も妊娠したときに、勤務
先の院長から「産休はあげられるけど、

育休は無理」と言われ、家族の協力も得られ
そうになかったので辞めるしかなかった。少
人数でやっているクリニックだから大変なこ
とも分かりますが、今考えると、理不尽だな
と思います。
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開業後に妊娠したのは女性の無責任？
編　開業医会員を対象にした女性部のアン
ケートでは、産前休暇「０日」が３割、さら
に母体保護の観点から「働かせてはならな
い」とされる産後強制休暇６週間が取れない
人が７割に上りました。そのことを全国保険
医新聞で記事にしたところ、「そんな過酷な
状況とは驚いた」という感想がほとんどでし
たが、中には「なぜ開業したんだ」「責任感
がない」などといった意見もありました。

Ｅ（50代）　そんなこと言っても、避妊
は計画的にできるけど、妊娠は計画的

にはいかないからねえ…。
編　アンケートでも、「まさか妊娠できると
は思わなかった。産後休暇が少なすぎて体調
を崩した」（内科・30代）、「開業してすぐに
妊娠が判明し、陣痛が来るまで診療した」（内
科・30代）、「子どもがなかなかできず、半ば
あきらめて開業した後、妊娠した」（歯科・
40代）といった記述がありました。

Ｆ（40代）　男性は奥さんが妊娠しても
関係なく、家事・育児のことも考えず

に自由に開業できて、女性は出産・育児・家
事・介護を考えて開業しないと「無責任」な
んて、おかしいですよね。

昔は患者から「なんだ女医か」、今は…
編　患者さんからの視線はどうですか。

Ｂ（60代）　昔は「なんだ、女医か」な
んて言われたけど、最近は無いですね。

むしろ小児科などは、中年の男性医師がぬっ
と出て来るだけで子どもが泣き出したりし
て、気の毒に思うくらい。

Ｆ（40代）　研修医時代に「説明はよく
分かりましたが、僕は男の先生に診て

もらいたい」と言われたことが一度だけあり
ました。開業してからは、女性歯科医師が嫌
なら来ないだけなので皆無ですね。

Ａ（50代）　高圧的な強い口調で色々
言ってくる患者さんはいますよ。以前、

女性医師・歯科医師の集まりで「ホワイトカ
ラーの管理職っぽい男性の中には、自分より
若い女性医師だと、問診してもきちんと答え
てくれず、こちらの話もよく聞いてくれない
けど、男性医師が出て来ると機嫌よく話すよ
うな人がたまにいる」と聞きました。

結婚で姓を変える弊害と旧姓使用の
ハードル

Ｄ（60代）　医療界に限ったことではな
いけど、結婚して姓が変わるのが嫌でし

たね。当時、ある男性の憲法学者が、じゃんけ
んで負けたから奥さんの姓になった、という話
を聞いて、うちもそうしようと提案したら、夫
が「うちの親父は非常に気が小さい男だから、
そんなことになったら失神して死んでしまうか
もしれない」と言うので私が姓を変えました。
これに始まり、いろんな場面で女が引き下がれ
ばうまくいく、という発想が200％身についた
ままここに至ってしまったわ。

Ｅ（50代）　私も、姓を変えるのは論文
の実績に影響するので本当に悩みまし

た。旧姓で書いた論文はカウントされず、キャ
リアゼロになってしまうんですよね。今は戸
籍名でなくても受理されるようですが、海外
の学会などでは写真付き身分証明書が必要な
場合があるので、パスポートと発表者の氏名
が違うと、何かと面倒なことになります。

Ｃ（70代）　パスポートに旧姓併記す
るには「既に海外で旧姓の実績があっ
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て、姓を変えると支障がある場合」という条
件があって、審査もあり大変です。「女性活躍」
の一環で年内に手続きを簡素化するという
ニュースを見ましたが、ＩＣチップに記録さ
れるのは戸籍名だけのようなので、何かとト
ラブルになるのではないかと言われています。
編　一般の仕事では通称というかたちで旧姓
を使い続ける人も増えましたが、医師・歯科
医師は免許の関係で、旧姓使用のハードルが
より高いようですね。医師・歯科医師免許は
姓が変わっても変更の義務はなく、2019年１
月からは旧姓併記が認められるようになりま
したが、医籍と保険医登録は戸籍名への変更
が必要です。厚労省が公開している医師等資
格確認システムは医籍名で検索されるので、
変な誤解を生んでも困りますね。

Ｆ（40代）　私は事実婚にしています
よ。子どももいないので、今のところ

特に不都合は感じていませんが、例えば緊急
手術の同意とか、保険金の受取とか、何かあっ
た時にどうする？という話はしています。

Ａ（50代）　姓が一緒じゃないと家族の
一体感が失われる、なんて言う人もいま

すけど、一緒でも別れる夫婦はいるわけで、関
係ないですよね。戸籍で縛らないと、奥さんの
愛をつなぎとめる自信がないのかしら（笑）。

女性医師・歯科医師の働く環境を改善
するには
編　女性医師・歯科医師の働く環境を改善す
るにはどうしたら良いでしょうか。

Ｅ（50代）　まずは男性に家事・育児を
してもらうことですね。それも「お手

伝い」ではなく、主体的に。昔、産休明けで
復帰した時に「女医さんは産休育休で休める

からいいね」と言われたけど、産休・育休中
は子どもとのんびりご飯食べて、昼寝して―
―と、その程度に思っているんでしょうね。
実際にやってみた男性医師が「子どもは思う
ように寝てくれないし、何だかんだと邪魔が
入って家事は遅々として進まない。こんな大
変なことを妻は一人でやっていたのか」と驚
いていました。

Ｂ（60代）　以前、ある講演で、「女性
は妊娠してから徐々に母親になってい

くけど、男性には突然、赤ちゃんがやってく
る」という話を聞きました。特に医師・歯科
医師は、それまではエリートとして何でも人
よりできると思って育ってきたのに、急に無
能扱いされ、「何でそんなこともできないの
よ」とののしられると、だんだん嫌になって
しまう。例えばオムツが多少ずれていても、
洗濯物の干し方が変でも、そこは目をつぶっ
て褒めることだ、と言っていました。

Ｄ（60代）　何で夫だけ褒めてやらな
ければならないのかと思ってしまうわ。

こちらがやるのは当然のような顔で感謝も褒
めもしないのに。まあ、医師・歯科医師になっ
ているような人は、子どものころから勉強だ
けしていれば親は「よし、よし」と言い、食
事も夜食も自動的に出てきて、家事なんか一
切せずに育った人も多いだろうから、これを
読む男性の先生方にいきなり全部やれという
のは酷かもしれないけど。
編　女性部アンケートでも、病児保育や代診
などの支援制度に加え、「女性が家事・育児・
介護をやる前提で働き方を議論しても女性
は苦悩から逃れられない」（耳鼻咽喉科・50
代）、「教育の中で家事・育児は男女とも担う
べきものだということを教えてほしい」（診
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療内科・50代）など、男性の意識改革を求め
る声が多く寄せられました。

Ｃ（70代）　女性も含めて、知らず知ら
ずのうちに「家事・育児・介護は女の

仕事」と刷り込まれているのでしょうね。「人
権派」といわれる弁護士夫妻でも、妻が夕食
の片づけをしている横で、夫は悠々と新聞を
読んでいた、という話も聞きます。男女差別
とも思っていない。

Ｆ（40代）　私は「女の子だから料理を」
等はまったく言われなかったし、逆に夫

は料理や家事全般にまめな人で、彼の親の介
護も自分でやっています。ある歯科医師夫婦
は、奥さんの方が帰宅が遅いので、平日はパー
ト勤務の旦那さんが食事を作っているそうで
す。昔よりは変わってきていると思いますよ。

Ａ（50代）　育った環境は大きいでしょう
ね。私の夫も歯科医師だけど、母親が仕

事で忙しかったから小さいころから家事をやっ
ていて、今も料理や家事をする方だと思います。

Ｅ（50代）　そういう家事・育児の経験
が無いと、「保育をつければ女性の参加

が増えるだろう」と単純に考えがちですが、
実際には、保育があるからといって夜まで
長々とやる会議には出られません。会議の時
間や長さ、頻度も変えていかないと。

Ｆ（40代）　ある歯科医師の会議で、15
人中、女性は私１人だったのですが、

「女性の参加を増やしたい」という話になっ
た時、「みなさん、自分の奥さんがこの時間
帯の会議に出ると言ったら歓迎します？　そ
の場合、家事や育児はみなさんがやっていた
だけるのでしょうか」と聞くと、みんな黙っ
てしまった。自分の奥さんには家にいてほし
くて、ほかの女性には会議に出てほしい、と

いうのはおかしな話ですよね。みなさん女性
に対してとても優しく、「女性の力が必要だ」
と思ってくださる素晴らしい方たちなんです
けど、やっぱり根底には「女性は家にいてほ
しい」という気持ちがあるのかな。ちなみに、
メンバーのほとんどは奥様が専業主婦です。

Ａ（50代）　「男は仕事、女は家庭」と
か男尊女卑の意識を自覚して克服しな

いと、女性の参加を促す対策が「保育」や
「お茶会」だけになってしまうんですよね。
お茶しに会議や研究会に来るわけではないの
で、お客様かお飾りか、逆に「女ごときが生
意気な」と言わんばかりの雰囲気では、居心
地が悪くて来なくなるのは当然です。

Ｄ（60代）　「女は能力が低い」と思っ
ているような男性って、いまだにいま

すよね。以前、ある歯科医師の団体で女性の
先生が会計をやることになった時、「女に会
計なんかできるか」と言い放った男性の先生
がいたと聞きました。

Ｅ（50代）　そういう意味では、女性管
理職の登用が進む中、女性リーダーに対

する男性の意識の変革が必要だと思います。頑
張る女性に対する世間のまなざしはまだまだ古
く、管理職になる女性と同じ年代の男性は「鉄
の女」とか「お局」とか言って半分馬鹿にして
いる。ある女性医師の話で、系列病院から異動
してきた事務長が、彼女を含む４人の女性幹部
を指して「四天王を使いこなせるかどうか、お
前の力量が試されると言われて来ました」と
笑いながら話していたそうです。そんなことを
言った人も、言われたことを披露する人も、感
覚がずれている。子どもたちの世代は、女性が
指導的立場に立ってもそういうことを言われな
い社会になっていてほしいですね。
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